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１．研究計画の概要 

 本研究は、キシュウミカンの突然変異によ
り無核性を発現する‘無核紀州’およびその
後代の無核品種・系統における無核性発現機
構を解明するために、種子および胚の形態形
成過程における変異の発現を組織学的に明
らかにするとともに、無核性発現に影響を及
ぼす要因を明らかにする。また、‘無核紀州’
の種子形成過程で特異的に発現する遺伝子
をサブトラクション法で解析し、無核性発現
に関与する候補遺伝子を特定する。他方、‘無
核紀州’後代の交雑実生を育成し、種子形成
を調査するとともに、簡易に無核性個体を判
別する技術を開発し、無核性カンキツの育種
における早期選抜技術を確立する。 

 
２．研究の進捗状況 

（１）‘無核紀州’およびその後代の無核品
種・系統において、組織学的に詳細に調査し
た結果、これらの無核性発現は胚のう異常や
受精の阻害に起因するものではなく、受精後
の受粉8～10週間後に胚の発育が接合子や前
胚の段階で停止するため、種子が発育せず、
不受精胚珠よりやや大きい種皮が未発達な
仮称Ａタイプ種子を形成することを明らか
にした。このような無核性発現は無核紀州型
として位置づけた。 

（２）‘無核紀州’および有核の‘平紀州’
を用いて、ジベレリン、ジベレリン合成阻害
剤、オーキシン、サイトカイニン様物質、エ
チレン、エチレン作用阻害剤を果実に塗布し、
胚の発育を調査した結果、無核紀州型の無核
性発現には、ジベレリン、オーキシン、サイ
トカイニン、エチレンなどの植物生長調節物
質は直接的に関与していないことが明らか

となった。しかし、加温栽培では無核紀州型
の無核性発現が解除され、種子が形成される
現象を発見した。さらに、この無核性発現の
解除には、高温が関与していることを明らか
にした。 

（３）無核性を発現する露地栽培と無核性発
現が解除される加温栽培において特異的に
発現する遺伝子を明らかにするため、サブト
ラクションを行った結果、MEE 遺伝子やク
ロロプラスト関連遺伝子が検出された。 

（４）‘無核紀州’後代の‘サザンイエロー’
と‘水晶文旦’の交雑実生約 80 固体を育成
してきたが、本年に 13 固体が結実し、その
うち 4 固体が無核、7 固体が有核であること
を特定した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

 無核性発現機構の解明に関しては、新たな
発見により、当初計画以上に進展しているが、
育種技術の開発に関しては、これまで交雑実
生に結実がみられなかったので、やや遅れて
いる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
（１）育種技術の開発については、交雑実生
の無核個体と有核個体の特定ができたので、
本年度は集中的に取り組んで、目標を達成す
る。 

（２）無核紀州型の無核性品種は高温条件で
種子が形成されることが明らかになったの
で、無核性発現を解除する温度条件について
詳細に検討するとともに、安定した無核果実
生産のための温度管理技術の指標を策定す
る。 
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